
機能強化の具体策の検討にあたって必要な論点①

１．高専の「量的拡大」
《①―１》公私立高専の新設促進
 地域社会・産業で活躍する人材育成を目指した高専の新規設置の動きが全国で活発となっている。

少子化の進行においても高専学生の増加させるため、これらの取組を成長分野転換基金等により
積極的な支援するにあたり、その他必要な観点、方策は何か。

《①―２》高専教育の領域拡大
 現在、全国に設置されている高専は、全て工学分野の技術者養成を目的としており、設置基準上、

工学に関する学科以外の基準が定められていない。今後の社会・産業構造の変化や新規設置の
ニーズ等を踏まえて、工学以外の分野の拡大（例えば農業やコンテンツなどの分野）を検討するた
めに必要な観点は何か。

《①―３》入学者選抜の在り方の見直し
 新たな価値創造や教育の質向上に資するよう、公正かつ妥当な方法により入学者の多様性を確保

するために必要な観点、方策は何か。

《①―４》高専志願者増に向けた取組
 少子化の進行や進路選択の多様化を踏まえ、全国の１５歳から積極的に選ばれる教育機関とな

るよう、高専の魅力を効果的に発信するために必要な観点、方策は何か。

資料５
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機能強化の具体策の検討にあたって必要な論点②

２．高専の「質的向上」
《②―１》国立高等専門学校機構運営費交付金等の抜本的な拡充
 物価や人件費が高騰する中において、高専の機能強化を図っていくためには、運営費交付金予

算の抜本的な構造転換と拡充が必要となる。また、施設・設備の老朽改善整備や防災機能の強
化が喫緊の課題となっているところ、高専の機能強化と合わせて施設・設備環境を一層魅力的な
ものとしていくために必要な観点、方策は何か。

《②―２》高専の設置目的の見直し
 高等専門学校は、昭和36年に「中堅技術者を養成する専門職業教育機関」として制度創設された。

また、社会・産業構造等は急速に変化しており、教育面のみならず研究面においても高専の活動
実績とともにその役割が社会から強く求められている。このような状況を踏まえ、高専の設置目
的・意義をどのように考え、研究機能の強化を図っていくことが必要か。

《②―３》高専教員の確実な確保
 新規設置の動きの活発化していることから、今後は教員需要の更なる増加が見込まれる。一方で、

中高年層を中心とした年齢構造を背景に将来的な人材不足も懸念される。また、技術や産業構造
等が急速に変化し、最新の実務知識を教育に反映させることが求められている。このような状況を
踏まえ、実務家教員を含む優秀な人材確保を図るとともに、高専教員に求められる資質の明確化
や高専教員の養成の在り方を検討するために必要な観点、方策は何か。
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機能強化の具体策の検討にあたって必要な論点③

３．高専卒業者の「国際通用性確保」
《③―１》高専卒業者の国際通用性の向上
 高専の本科卒業生は、約４割が大学や専攻科に進学、約６割が就職し、希望者はほぼ全て進学

又は就職をしており、その資質・能力について社会からの期待や評価は高い。一方で、今日では
人や情報、資本のグローバル化が進展しており、高専本科卒業者に「準学士」の称号が付与され
る仕組み自体があっても、海外において十分に理解されず、支障が生じている。このため、高専本
科卒業生がより社会的にも国際的にも評価が得られるための仕組みについて学位の授与を含め
て検討するために必要な観点、方策は何か。

《③―２》高専卒業者の卒業証明等の国際通用性の確保
 上記の論点とあわせ、既存制度の枠内において実施可能な短期的な対応として、高専卒業者の

学修成果や学歴の位置づけが海外において適切に理解される必要がある。このため、卒業証明
書等の国際通用性の確保も含めて検討するために必要な観点、方策は何か。

《③―３》高専生の海外留学の促進
 グローバル化の進展を踏まえ、世界で活躍できる技術者の育成のため、高専生の海外派遣の推

進、外国人留学生の受入れの充実、海外教育機関と連携した国際交流プログラム及びＫＯＳＥＮ
の海外展開を促進するために必要な観点、方策は何か。
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